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１０～１３

14
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評価方法

備　考

レポート・出席状況・授業態度・ルーブリック評価・筆記試験

講義
グループワー

ク
水津賢二

看護理論

業務としての看護

看護職者と法制度

試験

看護の対象

科目名 看護学概論
開　講　年　次

水津賢二

看護の概念を学び、看護の目的を関連づけて理解し、あらゆる健康レベルの対象への働きかけ、個
別性の重視、実践科学としての看護を理解することができる。看護観を形成するプロセスを学ぶこと
ができる。

基礎看護学〔1〕　看護学概論　医学書院

授　　業　　内　　容

看護の概念

１年次前期

講義時間（単位） 30（1）

看護の変遷

健康と看護


